
膨脹式救命いかだ及び救命胴衣艤装用の 
小型軽量 SART 等に関する調査研究 

(14 年度)(抄) 

 
１．事業目的 
 現状では、海難により救命いかだに乗船する場合、レーダ・トランスポンダー

(SART)を持ち込むこととされているが、国際海事機関（IMO）において、現行の SART
機能を補完する方法等が検討され、平成 11年７月開催された委員会において、一定
の船舶の救命いかだ等には SARTを艤装することが決定している。 
 本調査研究は、先の事業において収得した SART の小型軽量化に関する要素技術
を基に、耐衝撃性能を具備した救命いかだ艤装用の小型軽量 SARTを試作し、また、
適正な艤装方法を検討して IMOの動向に対処する。 
 更に、SARTの一層の小型化を図り、救命胴衣に常時装着可能な携帯型 SART（個
人用）を試作、評価するとともに、適正な装着方法等を検討して、海上における人

命の安全確保に資することとする。 
 
２．事業の内容(計画) 
 平成 14年度は、13年度の事業成果をもとに、救命胴衣装着用の携帯型 SART（個
人用）を製作し、耐久性等基本性能の確認、実海域におけるレーダによる視認性の

確認及びこれらの結果を評価､解析し報告書を取りまとめる。 

 
３．事業の実施結果及び成果 

3.1 実施結果 

      平成 14 年度の事業計画にもとづき、事業遂行にあたり「膨脹式救命いかだ

及び救命胴衣艤装用の小型軽量 SART 等に関する調査研究委員会」を２回開催し、

所要の審議、検討を行い、所期の成果を挙げた。 
 この間、作業部会を６回(胴衣用 SART作業部会)開催し、試作品の評価、検

討等を行った。 
（１）救命胴衣装着用 SART(タバコ箱大形状 SART) 

①現行電気部受発信モジュール及び前年度検討、試作したアンテナ及び筐体

をもとに、SARTの組立、基本性能の評価及び環境試験を実施 
(参考)タバコ箱大形状の救命胴衣装着用 SARTを写真１に示す。 

②駿河湾実海域試験について、試験方案の検討及び試験の実施 
(参考)救命胴衣に装着した SARTの実海域試験の状況を写真２に示す。 

（２）携帯型 SART(到達距離約 1海里の SART) 
①SART低廉価方策の検討 



②SARTの諸性能、要目等の検討 
③マイクロ波送受信部の新規設計及び試作 
④電気部送受信制御回路の新規設計及び試作 

(参考)携帯型 SARTの送受信制御部を写真３に示す。 
⑤霞ヶ浦実水面試験について、試験方案の検討及び試験の実施 
⑥ 電気部制御回路等のチップ集積化構想及び筐体モックアップの製作 

(参考)携帯型 SART筐体モックアップを写真４に示す。 
 

これらの試験結果を解析、評価し、２ヵ年にわたる事業成果報告書を取

りまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 救命胴衣着用 SART        写真２ 救命胴衣着用 SART
の海上試験状況 
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写真３ 携帯型SARTの送受信回路部        写真４ 携帯型SART筐体モ

ックアップ 



 
3.2 事業の成果 

平成 14年度は、２ヵ年事業の最終年度として、初年度の調査研究成果をもと
に、ほぼタバコ箱形状の救命胴衣装着用の小型軽量 SART(現行 SARTと比較し
て容積は約 1/5、重量は約 1/3)を試作し、駿河湾において、海上保安庁の巡視船
艇及び航空機の支援を得て実海域試験を実施し、海中転落者の捜索にあたり救

命胴衣装着用 SARTの有効性を実証した。 
また、小型、低廉価で、汎用性の高い SARTの普及を目指した携帯型 SART(到
達距離約 1海里の SART)については、送受信制御回路等 SARTの基本構造を調
査、検討した。 
これをもとに、実験用の携帯型 SART の原型を試作し、霞ヶ浦における水上
試験等において、計画どおりの機能・効力を有することが確認できた。 
これらは、以後、送受信制御回路等を構成する各部品をチップ集積化するこ

とで、極めて小型・低廉価で、汎用性の高い SART の具現化が期待できるもの
となった。 
なお、本事業成果物の救命いかだ艤装用 SART及び救命胴衣装着用 SARTに

ついては、本年１月開催された、国際海事機関(IMO)の無線通信・捜索救助小委
員会で展示、紹介され、委員会参加各国から好評を得た。 
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